


































































































必ず しも文字だけに依存 しない広義の ｢書き
記す こと｣としてエクリチュールを捉え､
トーキング ･ドラムを用いるモシの ｢太鼓こ
とば｣に ｢音のエクリチュール｣とでも呼ぶ
べき属性を兄い出す｡つまり､こうして川田
は､エクリチュールの始原を命名行為の中に
見ようとするのである 〔川田､前掲書〕｡
もちろんモシの庶民の二項命名法などにも
通時 (歴史)への指向牡は見られるが､先に
検討した通りその系譜深度は浅く､結局は共
時的な類へと発散 して行く｡一方､モシの王
統譜は30代以上を遡り､モシの人々が知って
いる過去の出来事を相互に整序する､固有の
参照の指標としての系をなす｡
権力と歴史意識の誕生
ここで､モシの王たちの即位名である ｢戦
名｣の幾つかを眺めておこう｡
｢豊かなみのりが屋敷をみたし､赤子もよ
ろこんで笑い､老人もよろこんで笑う｣｡｢雨
がどんなに集まって降っても､象を洗うこと
はできない｣〔川田､前掲書〕｡｢老槍なカメ
レオンは穴を跳び越えるが､象は落ちて骨を
折るだろう｣ 〔川田順造 ｢肖像と固有名詞｣
『アジア ･アフリカ言語文化研究』(東京外
国語大学AA研)48･49,1995〕｡
これらの例からも窺えるように､モシ王の
即位名となる ｢戦名｣は蔵言の形をとってい
るが､｢その意味するものは王位継承争いに
おける対抗者をはじめとする､顕在的､潜在
的な敵対者､あるいは臣下に向けられたメッ
セージだ｣と言える [川田､前掲書]｡
そして､そのメッセージは王宮お抱えの楽
士たちの手によって ｢太鼓ことば｣に置き換
えられ､世代を超えて伝えられると共に､折
に触れて再現されては人々に流布される｡
それゆえに､権力と結びついたこのような
命名に起因するエクリチュールの発生は､単線
的で非可逆的な歴史意識の発生にも不可分に
繋が っているのだと､川田は言 う(川田順
造 『無文字社会の歴史』,1976]｡
命名は存在の起源であり､支配であり､枠
付けである｡
(こんま とおる 神奈川大学社会人類学)
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